
令和2年1月末現在の
人口の動き

●人口　 14,011人（前月比−27人） 男 7,017人（−23人） ●外国人人口 310人（前月比＋12人）男 139人（＋1人）女 171人（＋11人）
　（外国籍除く）  （前年比−103人） 女 6,994人（−4人） ●世帯数 4,832世帯（外国人のみの世帯含む）

March  No.5243広報せいろう
2020

　１月 25日（土）、亀塚集落の伝統行事「亀塚練馬」
が盛大に行われました。
　亀塚練馬は、享保４年（１７１９年）から約３００
年続く町の無形民俗文化財で、巨大なしめ縄（練馬）を、
数え年で 19歳と 42歳になる男性が担ぎ歩き、最後
に諏訪神社に奉納する勇壮な行事です。
　「いっぽんなれや！」の掛け声とともに威勢よく練
馬を押し上げながら約１時間かけて練り歩き、無事に
神社へ奉納しました。大役を果たした担ぎ手たちの
清々しい笑顔が印象的でした。

町のイメージキャラクター

百合若 はなちゃん緑丸

亀塚練馬　盛大に開催
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行財政改革は、一人ひとりの意識改革です。� 「生涯、健康に暮らせるまちづくり」第４回シリーズ 行財政改革　「子どもへ・福祉へ・未来へ」３つの投資で「住んでよかった」まちづくり

「
高
血
圧
性
疾
患
」
は
年
齢
と
と

も
に
受
診
率
も
費
用
額
も
高
く
な
る
も

の
で
す
が
、
聖
籠
町
で
は
新
潟
県
合
計

と
比
較
す
る
と
、
受
診
率
は
ど
の
年
代

で
も
高
く
、
費
用
額
は
40
歳
代
で
大
き

く
県
合
計
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。（
図

①
・
②
）
ま
だ
若
い
こ
の
働
き
盛
り
の

年
代
に
高
血
圧
の
重
症
者
が
い
る
と
思

わ
れ
、
と
て
も
心
配
で
す
。

　
同
じ
く
「
糖
尿
病
」
も
、
受
診
率
は

県
合
計
を
上
回
っ
て
い
る
年
代
が
多

く
、
費
用
額
で
も
40
歳
代
・
50
歳
代
・

60
歳
代
で
大
き
く
県
合
計
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。（
図
③
・
④
）

　「
高
血
圧
」「
糖
尿
病
」
と
も
に
自
覚

症
状
が
出
に
く
い
た
め
、
健
診
な
ど
で

指
摘
さ
れ
て
い
て
も
受
診
せ
ず
放
置
し

た
り
、
生
活
習
慣
改
善
の
取
り
組
み
を

し
た
く
て
も
で
き
な
い
労
働
状
況
や
生

活
環
境
の
中
で
、
若
く
し
て
重
症
化
に

至
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
高
血
圧
・
糖
尿
病
の
重
症
化

は
、
全
身
の
血
管
を
痛
め
、「
脳
血
管

疾
患
」
や
糖
尿
病
性
腎
症
・
腎
硬
化
症

な
ど
の
「
腎
臓
病
」
の
発
症
リ
ス
ク
を

高
め
る
た
め
、
結
果
的
に
介
護
が
必
要

な
状
態
に
つ
な
が
っ
た
り
、
命
に
も
大

き
く
関
わ
り
ま
す
。

　「
自
分
は
大
丈
夫
」「
私
は
関
係
な
い
」

と
い
う
時
代
は
も
う
終
わ
り
ま
し
た
。

私
も
あ
な
た
も
、
家
族
も
誰
も
が
当
て

は
ま
る
か
も
知
れ
な
い
現
代
の
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
地
域
全
体
で
重
症
化
を

防
ぐ
方
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
‼

～「自分は大丈夫」　　　「私は関係ない」という時代はもう終わり。
　　私もあなたも、　　　家族も誰もが当てはまるかも知れない聖籠町の健康課題～

私たちの　　町の「健康」を考えよう
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平成 30年度国民健康保険医療費より
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行財政改革は、一人ひとりの意識改革です。� 「生涯、健康に暮らせるまちづくり」第４回

　

平
成
29
年
度
か
ら
小
学
校
区
ご
と
に

働
き
盛
り
男
性
と
そ
の
ご
家
族
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
３
年

間
で
対
象
１
９
６
名
中
、ご
本
人
50
名
、

ご
家
族
75
名
か
ら
、
あ
り
の
ま
ま
の
生

活
や
思
い
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
、
労

働
・
暮
ら
し
・
健
康
な
ど
か
ら
見
え
る

地
域
の
課
題
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
訪
問
し
た
対
象
者
や
そ
の
家
族
に

と
っ
て
も
、
日
頃
の
自
身
の
生
活
を
振

り
返
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

春
と
秋
で
延
べ
２
２
３
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

働
き
盛
り
男
性
訪
問
事
業
か
ら
見
え

た
聖
籠
町
の
課
題
を
ま
と
め
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
共
有
し
一
緒
に
考
え
る
機
会

が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
、
健
診
結
果
活

用
塾
で
報
告
し
ま
し
た
。
40
代
～
80
代

の
幅
広
い
年
代
に
参
加
い
た
だ
き
、
自

分
自
身
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
働
き
盛

り
年
代
の
健
康
を
考
え
る
機
会
と
な

り
、
参
加
者
は
活
用
塾
の
内
容
を
家
庭

や
地
域
で
も
話
題
に
し
て
く
れ
た
よ
う

で
す
。

働
き
盛
り
男
性

　
　
訪
問
事
業
第
Ⅱ
期

「
健
診
結
果
活
用
塾
」
に
て

働
き
盛
り
男
性
や
家
族

か
ら
聴
く
こ
と
の
で
き

た
様
々
な
声
・
・
・

（健診結果活用塾のパネルより一部抜粋）
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シリーズ 行財政改革　「子どもへ・福祉へ・未来へ」３つの投資で「住んでよかった」まちづくり

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎２７－６５１１

　

令
和
元
年
12
月
号
か
ら
４
回
シ
リ
ー

ズ
で
保
健
事
業
に
関
す
る
情
報
を
掲
載

し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
は
、
充
実

し
た
人
生
に
お
い
て
誰
も
の
願
い
で
あ

り
、
人
生
を
送
る
た
め
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
ま
ち
聖
籠

町
が
未
来
に
つ
な
ぐ
「
生
涯
、
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、「
町
民
一
人
ひ
と
り
の
健

康
」
を
個
人
の
責
任
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
家
庭
や
地
域
、
行
政
、
学
校
、
企

業
、
団
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
「
町

の
財
産
」
と
し
て
協
働
で
守
っ
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
す
。
聖
籠
町
民
の
誰
も

が
生
涯
を
健
康
的
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

ま
ず
は
あ
な
た
が
自
身
の
健
康
に
関
心

を
持
つ
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。

　

今
後
も
町
の
健
診
情
報
、
保
健
事
業

に
関
す
る
情
報
を
広
報
し
て
い
き
ま

す
。
ぜ
ひ
町
の
健
康
づ
く
り
に
関
心
を

寄
せ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
涯
、
健
康
に
暮
ら
せ
る

　
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

働き盛り年代の生活習慣病の重症化の背景には、アルコールや食生
活、働き方やストレスなど様々な要因が関連しています。若年者や
働き盛り年代で重症化してしまうことは、労働や経済面にも結び付
き、家族全員の暮らしに大きく影響します。他人ごとではなく、家
族のみなさん・地域のみなさんで考え、重症化を防ぎましょう！

「健診結果活用塾」参加者の感想・声
・若い人は体が壊れてからやっと医者に行くんだ。俺たちは熱が出ればすぐ病院行くけどさ。
・うちの旦那もたばこをやめない。医者からもやめろと言われているけどやめてくれない。アルコールや

めれない人の気持ちと同じなんだな・・・。
・家でも仕事のグチを言わない人は外でも言えねえんだよな。
・それが今の世の中なんだよな…定年も伸びたし、年金もどうなるか分からないし、息抜く場所もないも

んね。
・最近は、聖籠町でも地域のつながりが無くなってきたね。集落ごとのつながりが変わってきた。これか

らはもっと大変な時代になってくるのではないかな。
・若手とは全く話さない。生活は別。健診の内容も知らない。
・息子には「おらより先死ぬなよ」っていつも言っている。
・自分は今になって血圧がちょうどよくなった。仕事のストレスが無くなったから。でも、働き盛りの頃

は、家族のために倒れるわけにはいかない、死ぬわけにはいかないと思っていたから必死だったし、さ
らに血圧を上げていたのかも。

・うちの若手は俺（親世代の高齢者）を心配してくれる。本来はこれが健全な状態だと思う。親が子ども
の健康を心配しなくてはいけないなんて、本当に大変な世の中だ。
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子育て応援パスポート・子育てきらきらカードを交付します！

　町では、安心して子どもを産み、子育てに喜びが持てるようなまちづくりの一環として、町内事業所のご
協力をいただきながら地域全体で子育てを応援し、子育て世帯の経済的負担の軽減を図ることを目的に新潟
市、田上町との連携による「子育て応援パスポート事業」を実施しています。　
　さらに、令和２年度からは新発田市、胎内市との連携を開始し「子育てきらきらカード」も利用可能とな
ります。
　つきましては、令和２年度に使用できる「子育て応援パスポート・子育てきらきらカード」（以下「パス
ポート」）を対象の方に交付します。

事業内容
　中学３年生以下のお子さまを養育する保護者に、パスポートを交付します。協賛店で提示することでサー
ビスが受けられます。
　「子育て応援パスポート」は、聖籠町内のほか、新潟市、田上町の協賛店で利用できます。
　また、「子育てきらきらカード」は、新発田市、胎内市の協賛店で利用できます。

子育て応援パスポート・子育てきらきらカード

※子育て応援パスポート・子育てきらきらカードを一体化し、両面に印刷したものを交付します。

【交付対象者】
　中学３年生以下のお子さまを養育する保護者

【パスポートの交付】
　令和２年３月１日時点で聖籠町に住民登録されている場合は、郵送または保育園・こども園・学校を通
じて交付します（手続きは不要です）。
　４月になっても届かない場合は、お手数でも子ども教育課までお問い合わせください。
　３月１日以降、転入・出生により対象となった場合は、届出の際に窓口で交付します。

【パスポートの利用にあたって】
・パスポートを他人に譲渡や貸与することはできません。
・サービス内容は、随時変更となることがあります。また、サービスの提供に条件が設けられていること

もあります。ご利用にあたっては、最新のサービス内容をあらかじめご確認ください。
・パスポートは必ず持参してください。その場でご提示いただかないと、サービスを受けることができま

せん。「会計前（工事前）にご提示ください」などの指定に沿って、忘れずにご提示ください。
・パスポートは毎年変わります。有効期限の切れたパスポートは使用できません。
・新潟市、田上町の協賛店で利用の場合は「子育て応援パスポート」の面を、新発田市、胎内市の協賛店

を利用の場合は「子育てきらきらカード」の面をご提示ください。

【再交付】
　パスポートを紛失した場合は、保護者などからの申請により子ども教育課の窓口で再交付します。
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お問い合わせ　子ども教育課　子ども・子育て支援係（内線３０７）

協賛店舗
　右の卓上ポップのある店舗で様々な特典を受けることができます。
※町外での利用の場合も、当該市・町民と同様のサービスを受けるこ

とができます。

◆子育て応援パスポート協賛店舗一覧表（聖籠町）
No 業務内容 店舗、施設等の名称 住所 電話番号 営業時間 定休日 割引等の特典内容

1 金融業 新潟縣信用組合
聖籠支店

聖籠町大字諏訪
山 1650 番地 11 27-3733 9 時～15時

（窓口業務）
土曜日、日曜日、

祝日 マイカーローン金利優遇

2 米販売
米配達 きたえちご米店 聖籠町大字亀塚

25 番地の 1 28-7854 8 時30分～
17時

土曜日、日曜日、
祝日

・ご自宅までの米の無料配達
・１回のお買い上げが10㎏以上の方に粗

品を進呈。（粗品は弊社の作る季節の作
物か、お買い上げのお米を 6 合分増量）

3
食料品及び
日用品の販

売

ウオロク
次第浜店

聖籠町次第浜
1670 番地 2 27-0033 9 時～21時 元日のみ

一部除外商品を除く全商品を、日曜、祝
日のみ５％割引。
除外商品…酒、たばこ、指定ゴミ袋、本、
雑誌、商品券、宅配料金、修理代、収納
代行は除く

4 飲食業 ドライブイン
小柳

聖籠町大字次第
浜 2055 番地 3 27-3531 11時30分～

21時30分
月曜日

（祝日・祭日除く）
中学生以下
ソフトドリンク１杯サービス

5 農産物販売 JA 北越後
農産物直売所

新発田市島潟字
弁天1449番地1 0254-20-8801

9 時～18時
（4月～11月）
10時～17時30分
（12月～3月）

火曜日
（祭日と重なる

場合は営業）

JA 北越後産コシヒカリ玄米（特別栽培米）
30㎏１袋通常価格 11,200 円（税込）のと
ころを 9,500 円（税込）で販売

6 建築業・
大工

有限会社
本田建築

聖籠町大字藤寄
3426 番地 2 27-8746 8 時～18時 日曜日、

第２土曜日
小・中学生以下（1家族）/ 工事費の3％
引き

7 建設業 株式会社
聖籠第一設備

聖籠町大字網代
浜 919 番地 3 27-3855 8 時～17時 日曜日、祝日、

第2・第4土曜日

無料見積・さらに見積額から10％割引（公
共下水道工事、給湯器・トイレ入替工事、
水廻りに関する工事、リフォームに関す
る工事、消雪設備工事）

8 農産物直売
所・飲食 聖籠地場物産館 聖籠町大字蓮野

708 番地 2 27-1212 9 時～19時 水曜日
来店時に杉の子の家の廃油石鹸、コーヒー
１杯（10時～14時）、お菓子詰め合わせの
いずれか進呈

9 整体院 ハンドニスト
整体院

聖籠町大字蓮野
2513 番地 1 080-1065-8690 9 時～18時 祝日、年末年始 初診500円割引

10 建設業 曽根建株式会社 聖籠町大字蓮潟
2492 番地 27-5111 8 時～17時 日曜日、祝日、

第2・第4土曜日

金額に応じた記念品プレゼント
（住宅の新築・改築の場合、エアコンまた
は暖房器具の贈呈等）

※ 特典内容は商品の売り切れや入れ替えなどに伴い、変更となる場合もありますので予めご了承ください。

最新の協賛店・サービス内容は、こちらから☞

聖籠町子育て応援パスポート事業
（http://www.town.seiro.niigata.jp/town_hp/kyouiku/17passport.html）

協賛店舗・施設を募集します
　町では、地域社会全体で子育て家庭を支援していくために、子育て家庭に様々なサービスを提供してい
ただける協賛店舗・施設を募集しています。

【協賛店のメリット】
　「子育て応援パスポート協賛店」卓上ポップおよびポスターを配布します。

レジなどで掲示することでＰＲができます。
　町ホームページや広報で協賛店舗として紹介します。

【協賛店舗などでの特典】
　特典やサービス内容は、各店舗で独自に設定していただいてかまいません。
　また、サービスの提供日や提供時間を限定することも可能です。

【申込方法】
　申込書に必要事項をご記入の上、子ども教育課までご提出ください。
　詳しくは、下記ホームページをご参照いただくか、子ども教育課までご連絡ください。
　（http://www.town.seiro.niigata.jp/town_hp/kyouiku/form17kyousanten.html）
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服装 普段よりだらしなく見える

姿勢 前屈姿勢になりがち

振る舞い
緩慢、自発性に乏しい

落ち着きがなくイライラしている

表情 苦しそうな・悲しそうな・憂鬱そうな

話し方 口数が乏しい、声が小さい

話の内容 悲観的、否定的

　聖籠町は、悲しいことに自殺をする人が多く、年によっては
県内でも上位になることもあります。
　過去 10 年間の月別自殺者数をみると、3 月から 5 月にかけて
自殺者数が多いのが特徴と言えます。
　春は、進学や就職・転勤・退職など職場環境・家庭環境の変
化が多い時期です。環境や生活の変化に伴い、「からだ」だけで
なく 「こころ」も疲れをためやすい「電池切れ」の状況といえ
ます。この疲れが適切に処理できないと、最悪な場合、大切な
命を自ら断ってしまうことにつながることもあります。
　自分だけでなく、周りの人のいつもと違う変化に早めに気づき、寄り添い、時に専門職に相談することも
自殺予防の第一歩。大切な人の悩みに気づき、社会全体で自殺を防ぎましょう。
【相談先】

■ 保健福祉課（町保健福祉センター内） ☎０２５４−２７−６５１１
■ 新潟県新発田地域振興局健康福祉環境部 地域保健課 ☎０２５４−２６−９１３３
■ 新潟県下越地域いのちとこころの支援センター ☎０２５４−２８−８８８０
■ 新潟こころの相談ダイヤル ☎０５７０−７８３−０２５
■ 新潟県ホームページ　http://www.pref.niigata.lg.jp　⇒『新潟県心のセーフティーネット』で検索

月別自殺者数（昭和47年～平成30年）

25
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24

3月は「新潟県自殺対策強化月間」です

まず相談

に寄り添う人がいる心
あなた

（健康せいろう 21計画　緑丸の健康 10か条より）

くよくよ悩まず、

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）　☎ 27－ 6511

こころが軽くなる言葉づかいの工夫
ストレスを溜めない日常生活の工夫

こころの不調な方があなたの近くにいたら…身近な人の
変化に気づく
目を…

外見から推定されるうつ状態

ちょっとした考え方のクセはありませんか？
言葉づかいを考えてみましょう！
　①「いつも～」
　　　いつも失敗する → 今回は失敗した
　②「絶対に～」
　　　絶対にダメだ → ダメだったこともある
　③「みんな～」　　
　　　みんなと合わない → ○○さんとは合わない

● 周囲の人にできる一番のサポートは、うつ病が
単にこころの問題ではなく、治療が必要な病気
であることを理解する。

● 「頑張って」は逆効果。
● 考えや決断を求めない。
● 「睡眠」が大切。ゆっくり休ませる。
● 病院、医院に付き添う。
● 薬の服用を確認。
● 周囲の方も一人で悩まず、専門職等に相談する。

● 一日一個よかったことを思い出そう
● 規則正しい生活を送ろう：睡眠 / 三度の食事 /
　 定期的な内服
● 仕事のない人も一日一回の外出をしよう
● 一日に家族を含めて三人以上と話そう
● 心身をリラックスする時間をもとう
● 家族や友人等と楽しい雰囲気で食事をしよう
● 簡単でも良いから日記をつけよう
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『中学生がスマホで詐欺被害に・・・』

スト
ップ
！

　ザ
・悪
徳商
法

消 費 生 活消 費 生 活

役場町民課
消費生活センター

☎︎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

3月

1月相談受付状況
件数 主な相談内容
8件 出会い系サイト、不審な電話

ウイルスソフト、不審な封書
架空請求封書

113

不定期連載　子どもとスマホ、インターネットに関する相談事例　第二回

☆子どものなやみごと相談ダイヤル（新潟県弁護士会）
　　　0120-66-6310（月・木　午後 4時～ 7時）
☆聖籠町消費生活センター（聖籠町役場）
　　　0254-27-1958（月～金　午前 9時～午後 4時）

ひみつは守ります。安心して相談してくださいね。

【解説】
　①は出会い系サイトを利用した詐欺です。ＳＮＳの
友達申請、占いサイトなどから誘導される例もありま
す。また、時間をかけてウソの信頼関係を築かれ、心
に傷を負ってしまう子もいます。
　②はワンクリック詐欺です。絶対に連絡せず、画面
が消えない場合はＩＰＡ（情報処理推進機構）のサイ
トを参照してください。個人情報を伝えてしまった場
合、流出を止める方法はありません。

【中学生がスマホを持つということ】
　インターネットは社会に欠かせないものですが、そ
こには思惑や悪意が巧みに潜んでいます。
　思春期の子どもは社会経験が少ないだけでなく、親
に知られたくないという思いからお金を工面する方法
や返金方法を自分で検索して、さらに被害に遭ってし
まうケースもあります。
　自転車は補助輪、泳ぎは浮き輪で安全を確保しなが
ら始めるように、スマホにもステップが必要です。

～子どもを守るためにできること～
フィルタリング・見守りアプリを利用する
　有害サイトへのアクセスを制限します。「フィル
タリングを設定すると何もできなくなる」というの
は誤解で、多くのサービスはカスタマイズ設定でき
ます。どんな設定にするか親子で話し合い、成長に
合わせて見直していきましょう。

利用状況を保護者が把握できる状態に
　フィルタリングは便利ですが、すべての危険を遮
断できるわけではありません。「子どもがスマホで
何をしているのかわからない」と、子どもを守って
あげること、助けてあげることができません。

親以外にも安全な相談先があることを伝えておく
　トラブルが起きた時は早い相談が解決のカギで
す。親にはちょっと言いづらいな・・・という時に
安心して利用できる、子ども向けの相談ダイヤルの
例を以下に挙げてみました。

事例①「メールをするだけで高収入」という広
告に誘導され、男性と何度かやりとりをした。
報酬を受け取るためにサイトの会員になって
ほしいと言われ、プリペイドカードを購入して
２千円の入会金を払った。その後も文字化けを
解除するなどの名目で何度も請求され、お年玉
などから計７万円払ってしまった。

事例②アダルトサイトで 20 歳以上のボタンを押した
ら『登録完了、入会金１０万円』と表示され、画面を
消せなくなってしまった。「誤操作の方はこちらへ」
と書かれていた電話番号に慌てて電話し、本人確認の
ために名前・生年月日・電話番号を伝えた。すると「間
違いなく登録している、必ず払え」と脅され、言われ
るままに住所や親の勤務先まで教えてしまった。



広報聖籠 R2.3　10

町の交通事故発生状況
区分

年

12月
（うち高齢者数）

1月〜 12月累計
（うち高齢者数）

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

令和元年 3
（1） 0 3

（1）
30
（8）

2
（2）

31
（4）

平成30年 1
（0） 0 1

（0）
31
（12）

0
（0）

39
（6）

増　減 2
（1） 0 2

（1）
-1
（-4）

2
（2）

-8
（-2）

　交通災害共済制度は、皆さんが交通災害にあった場合に見舞金を支給する事業と
して、県内の全市町村が共同で運営しています。通勤・通学から県外旅行までの幅
広い交通災害が対象になります。万一の事故に備えて家族そろっての加入をおすす
めします。

【会　　　　費】年額 500 円／人
【共 済 期 間】令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日まで
【加 入 手 続】加入申込書に必要事項をご記入のうえ、役場 2 階生活環境課、また

は、お近くの金融機関（郵便局は除く）でお申し込みをお願いします。
【見舞金の請求】見舞金の請求期間は、事故発生日から 1 年以内です。運転免許証・

交通災害共済会員証・交通事故証明書・医師の診断書などが必要で
す。詳しくは生活環境課までお問い合わせください。
※万一事故にあったら、必ず警察へ届け出てください。

　1 月 8 日（水）、新発田市交流センターにおいて、
新発田地区交通安全関係機関・団体の合同交通安全祈
願祭・出初式が行われました。
　交通安全指導員 22 人が規律訓練を行い、町からは
齋藤交通安全指導員が代表して交通安全宣言を行いま
した。
　令和元年の聖籠町内における交通事故は、発生件数・
負傷者数ともに減少しましたが、死者数は 2 名と町の
目標に掲げた「年間の交通事故による死者ゼロ」を達
成することができませんでした。
　令和 2 年も決意を新たに、一件でも交通事故が減少
するように新発田地区交通安全協会聖籠支部・町交通
安全母の会・町交通安全指導員・関係機関が“和”と
なり、町の交通安全を呼びかけていきます。 

交通安全に関することは
役場生活環境課

☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全
vol.214

今日も一日交通安全

今日も一日交通安全！

みなさん、ゆとりを

もち、交通事故にあ

わないように気をつ

けてね。

令和２年合同交通安全祈願祭・出初式開催

令和２年度新潟県交通災害共済
交通事故に備えて加入しましょう

新入園児保護者へ
チャイルドシート着用の呼びかけ

３月中に申し込ま

れることをお勧め

します。

　1 月 16 日（木）、亀代・蓮野・蓮潟こども園において、総
勢 153 名の保護者に交通ルールとチャイルドシート着用の重
要性を呼びかけました。
　シートベルトやチャイルドシートは、交通事故の衝撃から
命を守ってくれる「命綱」です。車に乗ったら、かわいい子
どもたちの命を守るために必ずチャイルドシートを着用さ
せ、車から降りる時もお子さんが勝手に外さないように声を
かけてください。

交通安全祈願を行う団体の皆さん

宣言文を読み上げる齋藤指導員（中央）

高
齢
者
や
子
ど
も

達
を
守
り
ま
す
！
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

１
月
28
日
（
火
）

■
新
潟
財
務
事
務
所
と
地
域
活
性
化

に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

　

地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
向

け
て
相
互
に
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
活
性
化
、
地
方
創
生
お
よ
び
地

域
価
値
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
新
潟
財
務
事
務
所
と
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

新
潟
財
務
事
務
所
と
は
、
平
成
29

年
８
月
に
聖
籠
中
学
校
の
生
徒
を
対

象
と
し
て
実
施
し
た
財
政
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
は
若

手
職
員
同
士
に
よ
る
地
域
活
性
化
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
会
や
聖
籠
町
の

紹
介
に
よ
り
平
成
30
年
度
か
ら
新
潟

財
務
事
務
所
主
体
で
敬
和
学
園
大
学

に
お
い
て
国
の
行
政
に
関
す
る
寄
付

講
座
を
実
施
す
る
な
ど
、
様
々
な
場

面
で
の
連
携
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
実
績
を
土
台
に
協
定
を
締
結
し
、

地
域
活
性
化
に
向
け
た
両
機
関
連
携

に
よ
る
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

協
定
締
結
式
で
西
脇
町
長
は
、「
町

と
国
の
機
関
で
は
、
考
え
方
や
発
想
、

仕
事
の
や
り
方
も
ま
っ
た
く
違
う
の

で
、
普
段
の
業
務
で
お
互
い
が
気
づ

け
な
い
点
を
共
有
し
合
っ
て
地
域
活

性
化
に
繋
げ
て
き
た
い
。」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
岸
新
潟
財
務
事
務
所
長

は
、「
地
域
の
一
員
と
し
て
、
各
方

面
の
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
県

内
各
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る

よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

１
月
24
日
（
金
）

■
農
業
委
員
会
第
24
期

 
第
11
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
１
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
11
件

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理
権
）

申
出
審
査
に
つ
い
て
・
・
・
６
件

・
令
和
２
年
度
聖
籠
町
農
作
業
別
標

準
料
金
表
に
つ
い
て

・
農
業
委
員
会
の
法
令
遵
守
の
申
し

合
わ
せ
決
議
に
つ
い
て

　

以
上
６
項
目
が
審
議
さ
れ
、議
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
月
第
２
土
曜
日

に
、
戸
籍
・
住
民
票
や
所
得
関

係
証
明
の
交
付
な
ど
の
窓
口
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

３
月
14
日
（
土
）

午
前
９
時
～
正
午
ま
で

　

な
お
、
受
け
付
け
で
き
る
業

務
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
担
当
窓
口
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
確
定
申
告
の
受
付
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

役
場
町
民
課（
内
線
１
１
１
）

役
場
税
務
財
政
課

 

（
内
線
１
４
５
）

３
月
の
休
日
役
場
窓
口

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

休
診
の
お
知
ら
せ

３
月
24
日（
火
）

　

休
診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
診　
療　
所　
長

▲西脇町長（左）と山岸新潟財務事務所長（右）
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3 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O RM A T I O N

《相談事業》
ところ　役場２階　第１会議室
◆行政相談
　10日（火）午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線228）
ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　18日（水）午後1時～4時
◆無料弁護士相談
　26日（木）午後1時～4時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎27‐6767

《保健福祉事業》
ところ　町保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳親子歯科健診
　２日（月）午後１時15分～
○２歳６か月児歯科健診
　３日（火）午後１時15分～
○３歳児健診
　12日（木）午後１時～
○乳児健診
　27日（金）午後１時～
◆学級
○育児学級
　10日（火）午後１時15分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27‐6511

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

3
月

3
日	

中
学
校
卒
業
式

10
日
〜　

3
月
議
会
定
例
会
（
予
定
）

19
日	

こ
ど
も
園
修
了
式

25
日	

小
学
校
卒
業
式

30
日	

下
越
土
地
開
発
公
社
理
事
会

	

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
議

会

	

下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
議
会

	

新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健
事

務
組
合
議
会

４月から町民課の窓口業務を延長します

小規模工事等契約希望者
登録制度の申請を受付中です

●　毎月第２土曜日　午前９時から正午まで
●　毎月第４水曜日　午後８時まで
　４月から、町民課の窓口業務の一部について時間を延長します。
通常の時間内に来庁が困難な方はぜひご利用ください。
　なお、受け付けできる業務は下記のとおりです。ご不明な点が
ありましたら、事前に役場町民課までお問い合わせください。

取扱業務

① 戸籍・住民票交付
② 印鑑登録、印鑑証明交付
③ パスポート受け取り（申請はできません。）
④ マイナンバーカード　
　 （申請のお手伝い、受け取り）

役場町民課　町民サービス係（内線１１１）

　この登録制度は、入札参加有資格者登録を受けていない方でも、
「少額で内容が軽易な工事等」の受注・施工を希望する方を登録し、
町が発注する工事、修繕等のうち小規模なものにおいて積極的に
業者選定の対象とすることにより、町内業者の受注機会の拡大を
図り、町内経済の活性化に寄与することを目的としています。
　小規模工事等の範囲は、町が発注する小規模な建設工事や修繕
で、１件の契約金額が１３０万円未満のものです。
　詳しい登録制度や申請方法は、町ホームページでご確認ください。

役場総務課 総務管理係（内線２２７）
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（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

蓮
れんいち

一 ちゃん （深沢　直樹） 山諏訪山

芽
め い な

衣那 ちゃん （宮沢　　遼） 網代浜

生
せ な

梛 ちゃん （加藤　　衛） 蓮　野

柚
ゆず

希
き

 ちゃん （富樫晃太郎） 次第浜

沙
さ や

耶 ちゃん （南波　憲輔） 山大夫

唯
い

縁
より

 ちゃん （長谷川智広） 甚兵衛橋

莉
り こ

子 ちゃん （曽我部洋彰） 汐美台

皐
さ

月
つき

 ちゃん （細貝　康明） 亀　塚

愛
の あ

空 ちゃん （大橋　哲也） 網代浜

紫
し

月
ずく

 ちゃん （埴田　永遠） 網代浜

 氏　名 年齢 行政区

水戸部　喜
よし

　和
かず

 さん （57 歳） 真　野

吉　田　　　也
なり

 さん （92 歳） 真　野

小　川　益
ますいちろう

一郎 さん （81 歳） 山　倉

三　村　カツエ さん （79 歳） 山　倉

斉　藤　　　孝
たかし

 さん （85 歳） 山三賀

淡　路　金
きん

　作
さく

 さん （84 歳） 二本松

眞　田　キ　ソ さん （95 歳） 藤　寄

獅子山　春
はる

　子
こ

 さん （84 歳） 藤　寄

平　野　輪
りん

　子
こ

 さん （55 歳） 次第浜

桜　井　ハ　ツ さん （93 歳） 大夫興野

渡　辺　雄
ゆういちろう

一郎 さん （87 歳） 大夫興野

小　池　チ　ヨ さん （90 歳） 甚兵衛橋

松　井　ス　ワ さん （84 歳） 亀　塚

宮　沢　サチエ さん （81 歳） 網代浜

志　賀　由
よし

　松
まつ

 さん （70 歳） 次第浜

1 月の届出

入 札 結 果� 　　入札日　１月28日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日
入札
方法

1 開発６号線道路植栽伐採
等業務委託（その２） 聖籠町東港五丁目地内 5,940,000 ㈲栗原緑樹園 ３月19日 指名競争

入札

ストップ、受動喫煙！
令和２年４月から

たばこのルールが厳しくなります
　受動喫煙とは、たばこを吸わない人がたばこの煙を吸い込んで
しまうことをいいます。たばこの煙には、吸う人が直接吸い込む「主
流煙」と点火部から立ち上がる「副流煙」があります。
　副流煙には主流煙よりも高い濃度の有害物質が含まれていると
いわれています。この有害物質は目やのどの痛み・咳といった症
状だけでなく、長期的な影響を受けると、肺がんや慢性閉塞性肺
疾患、虚血性心疾患や脳卒中などの病気を引き起こすとも報告さ
れています。
　吸わない人がたばこの煙で健康を損なうこと、特に影響が大き
いとされる子どもや患者などに配慮し、望まない受動喫煙をなく
すという観点から平成 30 年７月に健康増進法が改正されました。
それに伴い、令和元年７月には保育園や学校、病院、行政機関が「原
則敷地内禁煙」となり、令和２年４月からはより多くの方が利用
する施設（事業所、飲食店、旅客運送事業船舶、鉄道、公会堂など）
が「原則屋内禁煙」となります。
　違反した場合には罰則対象となることもあり、望まない受動喫
煙を防止するための取り組みはマナーからルールへと変わりました。
　吸う人も吸わない人も、この機会にぜひご自身や大切な家族や
友人が暮らす環境を振り返ってみてください。

※　施設における事業内容や経営規模への配慮から、条件は異なりますが各種喫煙
室の設置が認められています。

保健福祉課（町保健福祉センター内）保健衛生係
　☎２７－６５１１

ルール２
　屋内において喫煙が可能とな
る、各種喫煙室があります。※

ルール４
　20歳未満の方は、喫煙エリア
への立入りが禁止となります。

ルール１
屋内は原則禁煙

ルール３
　喫煙室がある場合、必ず
標識が掲示されています。

喫煙室の
設置が必要

標識掲示が
義務付け

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

　中　村　和
かず

　裕
ひろ

 さん

（遠　藤）舞
まい

　香
か

 さん ｝山大夫

　長谷川　智
ち

　広
ひろ

 さん

（小　川）雪
ゆき

　乃
の

 さん ｝甚兵衛橋

　高　橋　祐
ゆう

　吾
ご

 さん

（滝　沢）彩
さい

　音
ね

 さん ｝亀　塚
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ご
み
の
収
集
時
間
は
日
に
よ
っ
て

ル
ー
ト
を
変
え
て
い
る
た
め
、
い
つ

も
同
じ
時
間
で
の
収
集
と
は
な
り
ま

せ
ん
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
午

前
８
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
！

「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」「
ご
み
の
出
し

方
辞
典
」
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
正

し
い
ご
み
出
し
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
燃
や
せ
る
ご
み
】

　

生
ご
み
は
水
気
を
切
っ
て
、
ご
み

袋
か
ら
水
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
し
て

か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
燃
ご
み
が
混
ざ
ら
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。（
特
に
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
が
混
入
し
て
い
る
と
、
火
災

の
原
因
と
な
り
危
険
で
す
）

【
燃
え
な
い
ご
み
】

　

燃
え
な
い
ご
み
は
肥
料
袋
で
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
お
お
よ
そ
50
㎝

以
下
の
燃
え
な
い
ご
み
は
、
透
明
ま

た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
ま

し
ょ
う
。

　

割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
は
、
厚
紙
や

布
で
包
む
、
ま
た
は
、
紙
袋
に
入
れ

る
な
ど
し
た
後
、「
ガ
ラ
ス
」
な
ど

と
書
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
燃
え
な
い
ご
み
は
平
成
31
年
４

月
よ
り
、
不
燃
粗
大
ご
み
と
と
も

に
月
１
回
の
収
集
と
な
り
ま
し

た
。

　

燃
え
な
い
ご
み
は
、
60
㎝
×
90
㎝

×
１
５
０
㎝
以
内
の
も
の
が
出
せ
ま

す
。

　

こ
れ
よ
り
大
き
い
も
の
は
豊
栄
環

境
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。（
有
料
）

　

木
製
の
家
具
な
ど
は
燃
や
せ
る
ゴ

ミ
と
な
り
ま
す
。
分
解
す
る
な
ど
し

て
可
燃
ご
み
の
袋
に
入
ら
な
け
れ

ば
、
豊
栄
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。（
有
料
）

※　

燃
え
な
い
ご
み
の
収
集
場
所
に

つ
い
て
は
各
集
落
で
異
な
り
ま
す

の
で
、
不
明
な
場
合
は
集
落
区
長

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
空
き
缶
】

　

ス
プ
レ
ー
缶
は
、
穴
を
あ
け
て
ガ

ス
を
抜
い
た
状
態
に
し
て
か
ら
空
き

缶
と
し
て
出
し
て
下
さ
い
。

　

燃
え
な
い
ご
み
に
混
入
し
て
出
し

た
場
合
は
、
回
収
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
廃
棄
時
の
穴
あ
け
事

故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ス
プ
レ
ー

缶
の
穴
あ
け
作
業
中
に
火
災
や
事
故

な
ど
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ス
プ
レ
ー
缶
に
穴
を
あ
け

る
際
は
、
火
の
気
の
な
い
風
通
し
の

よ
い
屋
外
で
作
業
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
穴
あ
け
作

業
は
、
中
身
が
入
っ
た
状
態
で
釘
や

ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
で
穴
を
あ
け
る

と
、
火
花
が
発
生
し
て
火
災
な
ど
の

お
そ
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
の

で
、
必
ず
中
身
を
カ
ラ
に
し
て
か
ら

専
用
器
具
な
ど
で
安
全
に
作
業
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

役
場
生
活
環
境
課

環
境
推
進
係
（
内
線
２
８
１
）

捨
て
る
前
に
ち
ょ
っ
と
確
認

そ
の
ご
み
正
し
く
出
せ
て
い
ま
す
か
？

　

町
に
は
、
近
隣
で
の
野
焼
き
行
為

に
よ
り
「
煙
や
悪
臭
で
困
っ
て
い

る
」、「
洗
濯
物
が
干
せ
な
い
」
な
ど

の
苦
情
が
た
び
た
び
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

野
焼
き
行
為
は
廃
棄
物
処
理
法
に

よ
り
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る

犯
罪
行
為
で
あ
り
、
罰
則
の
対
象
と

し
て
い
ま
す
。
ご
み
は
ル
ー
ル
を

守
っ
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
周
辺
の
迷

惑
と
な
ら
な
い
よ
う
十
分
配
慮
し
て

く
だ
さ
い
。

【
禁
止
の
例
外
】

①
ど
ん
と
焼
き
、
さ
い
の
神
な
ど

の
地
域
の
行
事
と
し
て
必
要
な

焼
却

②
く
ん
炭
な
ど
、
農
業
を
行
う

た
め
に
や
む
を
得
ず
行
う
焼
却

（
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
焼
却
は
禁

止
）

③
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
軽
微
な
焼

却
（
ド
ラ
ム
缶
使
用
禁
止
）

※　

例
外
に
あ
た
る
場
合
で
も
、
周

辺
住
民
か
ら
苦
情
な
ど
が
寄
せ
ら

れ
た
場
合
は
中
止
し
て
も
ら
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
近
所
の
理
解
を

得
た
上
で
、
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
十
分
配
慮
し
て
か
ら
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

役
場
生
活
環
境
課

環
境
推
進
係
（
内
線
２
８
１
）

ご
み
の
野
焼
き
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

最大150㎝以内

中身が見え
るように
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福祉タクシーなどの利用料金助成額を拡充する予定です
申請書の提出をお願いします（３月２日から）

　令和２年度から次の事業の助成内容を拡充する予定です。正式な手続きは、３月議会定例会で令和２年度予算
が議決された後となりますが、対象となる方で希望される方は、申請書の提出をお願いします。

■対象事業
（１）聖籠町高齢者タクシー利用料金助成事業

対　象　者：次の全ての条件を満たす方
①聖籠町内に住所がある方
②満 80 歳以上の方　
③運転免許証を保有していない方
④介護保険施設などに入所していない方
⑤町および社会福祉協議会が実施する類似の移動支援助成を受けていない方

必要なもの：印鑑
（２）聖籠町福祉タクシー利用料金及び自動車燃料費助成事業

対　象　者：次のいずれかの条件を満たす方
①身体障害者手帳１級・２級および３級の一部を所持している方
②療育手帳「Ａ」を所持している方
③精神障害者保健福祉手帳を所持している方

必要なもの：所持している手帳（①～③のいずれか）、印鑑

■変更内容
（１）高齢者および福祉タクシーの利用助成券 （２）自動車燃料費の助成券

申請を
受理した月

変更前 変更後 申請を
受理した月

変更前 変更後
交付枚数 交付枚数 交付枚数 交付枚数

４月 24 枚 36 枚 ４月 12 枚 18 枚５月 22 枚 33 枚 ５月 11 枚
６月 20 枚 30 枚 ６月 10 枚 15 枚７月 18 枚 27 枚 ７月 ９枚
８月 16 枚 24 枚 ８月 ８枚 12 枚９月 14 枚 21 枚 ９月 ７枚
10 月 12 枚 18 枚 10 月 ６枚 ９枚11 月 10 枚 15 枚 11 月 ５枚
12 月 ８枚 12 枚 12 月 ４枚 ６枚１月 ６枚 ９枚 １月 ３枚
２月 ４枚 ６枚 ２月 ２枚 ３枚３月 ２枚 ３枚 ３月 １枚

　※（１）、（２）いずれも１枚あたりの助成金額は７００円のままです。

■留意事項
令和元年度に申請した方も、令和２年度に助成を希望される場合は再度手続きが必要になります。
また、個別の郵送による案内は行いませんのでご留意ください。

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）福祉係　☎２７－６５１１

弁
護
士
に
よ
る

　
　
　
　
無
料
法
律
相
談

　

日
常
生
活
で
の
法
律
上
の
問
題

に
つ
い
て
、
弁
護
士
が
解
決
に
向

け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

予
約
制
（
先
着
順
）
で
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
下
記
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

３
月
26
日
（
木
）

午
後
１
時
～
４
時

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分

【
予
約
開
始
】
３
月
２
日
（
月
）

午
前
８
時
30
分
～

※
広
報
せ
い
ろ
う
令
和
元
年
５

月
号
で
掲
載
し
た
予
約
開
始

日
を
右
記
に
変
更
し
ま
す
。

結
い
ハ
ー
ト
聖
籠

・

聖
籠
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
７
︲
６
７
６
７

相
談
員
に
よ
る

　
　
　
心
配
ご
と
相
談
会

　

相
談
員
が
、
皆
さ
ん
の
日
頃
の

心
配
ご
と
に
つ
い
て
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

３
月
18
日
（
水
）

午
後
１
時
～
４
時

結
い
ハ
ー
ト
聖
籠

聖
籠
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
７
︲
６
７
６
７
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１　
サ
ー
ク
ル
道み

ち

美び

新し
ん

①
道
賀
新
田
集
落

内
、
周
辺
道
路
な

ど
／
②
散
乱
ご
み

の
拾
い
集
め
、
草

花
等
の
植
栽
・
管

理
／
③
集
中
作
業

や
当
番
制
を
設
け

ず
自
主
性
を
尊
重

し
て
お
り
、
会
員
に
は
無
理
な
く
活

動
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
サ

ー
ク
ル
道
美
新
は
集
落
を
訪
れ
る
人
、

通
過
す
る
人
を
花
で
歓
迎
い
た
し
ま

す
。

２　
桃
山
集
落①

桃
山
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
／
②
草
花
等
の
植
栽

・
管
理
／
③
集
落
の
大

勢
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
植

栽
を
行
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
和
や
か
な
雰
囲
気

で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
集
落
の
中
心
に
有
り
、
通
勤

通
学
等
で
大
変
交
通
量
も
多
く
、
又
近
く

に
は
資
源
ゴ
ミ
等
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
有

り
、
毎
日
の
よ
う
に
人
も
集
ま
る
所
で
す
。

そ
の
度
に
、
き
れ
い
に
咲
い
た
花
を
見
て

気
持
ち
が
安
ら
い
で
貰
え
た
ら
幸
い
に
思

い
ま
す
。

３　
ぐ
り
～
ん
☆
ス
タ
ー

①
町
学
校
共
同
調

理
場
脇
の
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
／
②
散

乱
ご
み
の
拾
い
集

め
、
草
花
等
の
植

栽
・
管
理
／
③
仲

間
と
一
緒
に
土
を

い
じ
り
、
花
を
植

え
る
。
わ
い
わ
い
ガ
ヤ
ガ
ヤ
お
喋
り

に
も
花
が
咲
き
ま
す
。
そ
ん
な
時
間

が
贅
沢
で
楽
し
い
時
間
で
す
。
そ
ん

な
仲
間
の
集
ま
り
で
す
。

４　
外
畑
フ
ラ
ワ
ー
会

①
外
畑
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
内
／
②
草

花
等
の
植
栽
・
管
理
／
③
「
さ
わ
や

か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
活

動
を
知
り
、

草
が
生
え
放

題
だ
っ
た
場

所
に
、
花
好

き
が
集
ま
り

花
壇
を
作
り

ま
し
た
。
今

で
は
「
憩
の

広
場
」
に
な

り
ま
し
た
。

５　
聖
籠
町
建
設
業
協
会

①
役
場
前
歩

道
／
②
草
花

等
の
植
栽
・

管
理
／
③
建

設
業
協
会
は
、

公
共
の
福
祉

に
貢
献
す
る

こ
と
も
積
極

的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
内
の
美
化
の
活
動
に

参
加
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

６　
㈱
岩
測
設
計

①
三
賀
・
追
分
交
差
点
周
辺
／
②
散

乱
ご
み
の
拾
い
集
め
、
草
花
等
の
植

栽
・
管
理
／
③
地
域
貢
献
の
一
環
と

し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

花
や
緑
の
木

を
見
る
と
和

ん
で
い
た
だ

け
る
と
思
い

ま
す
。

活動団体一覧
№ 団体名 活動開始
1 サークル道

みち

美
び

新
しん 平成25年5月

2 桃山集落 　 〃　　5月
3 ぐり～ん☆スター 　 〃　　5月
4 外畑フラワー会 　 〃　　6月
5 聖籠町建設業協会 　 〃　　6月
6 ㈱岩測設計 　 〃　　6月
7 汐美台自治会 　 〃　　6月
8 亀塚花と緑の会 　 〃　　7月
9 曽根建㈱ 　 〃　　7月
10 介護老人保健施設　汐彩の郷 　 〃　　9月
11 図書館ネット i せいろう 平成26年4月
12 ㈲イマイトランスポート 　 〃　　6月
13 ㈲高橋建材 平成27年3月
14 ㈲ヒグチ不動産 　 〃　　4月
15 東高建機作業㈱ 　 〃　　5月
16 愛花の会 　 〃　　6月
17 丸潟花クラブ 　 〃　　7月
18 蓮潟自治会 平成28年4月
19 聖籠第一設備 　 〃　　4月
20 聖籠まごころの里 　 〃　　5月
21 ㈱イシイコーポレーション 　 〃　　5月
22 山三賀有志の会 平成29年5月
23 NPO海レクサポートせいろう 　 〃　　5月
24 東北電力㈱東新潟火力発電所 　 〃　 11月

わ
れ
ら
環
境
美
化
隊
！

さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
聖
籠
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
事
業
」。

　

地
域
と
町
が
協
力
し
あ
い
、「
身
近
な
地
域
の
環
境
美
化
は
自
分

た
ち
で
行
う
」
こ
と
を
目
指
し
た
こ
の
活
動
に
、
多
く
の
団
体
か
ら

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
各
団
体
の
取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

随時、道路・公園などの環境美化に取り組む団体を募集しています！

　

町
民
と
町
が
協
働
で
進

め
る
環
境
美
化
へ
の
取
り

組
み
で
す
。

　

道
路
、
公
園
・
緑
地
な

ど
公
共
施
設
の
環
境
美
化

（
草
花
の
植
栽
・
管
理
、

散
乱
ご
み
の
収
集
、
除
草

な
ど
）
に
団
体
（
グ
ル
ー

プ
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

町
が
そ
の
活
動
を
支
援
・

Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
す
。

【
支
援
・
Ｐ
Ｒ
の
例
】

・
種
苗
、
ご
み
袋
、
肥

料
な
ど
の
提
供

・
じ
ょ
う
ろ
、
ス
コ
ッ

プ
な
ど
の
貸
与
・
傷

害
補
償
保
険
の
適
用

・
看
板
の
設
置
（
適
当

な
設
置
場
所
が
あ
る

場
合
）

・
広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
紹
介

聖
籠
さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業

団
体
紹
介
の

　
　  

見
か
た

番
号　
団
体
名

①
活
動
場
所

②
主
な
内
容

③
自
己
Ｐ
Ｒ
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７　
汐
美
台
自
治
会①

汐
美
台
公

園
前
緑
地
、

集
落
内
歩
道

の
街
路
樹
／

②
除
草
、
草

花
等
の
植
栽
・

管
理
／
③
活

動
は
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら

で
す
が
、
集
落
が
華
や
か
に
な
る
よ

う
、
少
し
ず
つ
で
す
が
緑
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

８　
亀
塚
花
と
緑
の
会

①
亀
塚
集
落
内
、
幹
線
町
道
歩
道
の

街
路
樹
／
②
草
花
等
の
植
栽
・
管
理

／
③
亀
塚
集
落
は
、
都
市
計
画
に
よ

り
整
備
さ
れ
、
生
活
環
境
に
恵
ま
れ
、

花
や
緑
を
ど
ん
ど
ん
増
や
せ
る
良
い

環
境
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
さ

ら
に
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
集

落
の
有
志
の
協
力

を
も
っ
て
街
路
樹

（
イ
チ
ョ
ウ
）の
黄

金
の
色
彩
と
花
の

植
栽
か
ら
環
境
美

化
運
動
の
集
落
に

し
た
い
と
思
い
ま

す
。

９　
曽
根
建
㈱

①
集
落
内
歩

道
の
街
路
樹

／
②
散
乱
ご

み
の
拾
い
集

め
／
③
当
社

は
蓮
潟
集
落

内
に
あ
り
、

地
域
環
境
美

化
活
動
と
し

て
十
数
年
来
、

毎
月
道
路
清

掃
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業

が
始
ま
っ
た
こ
と
を
知
り
、
活
動
団

体
と
し
て
登
録
し
ま
し
た
。

10　
介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
汐
彩
の
郷

①
施
設
周
辺
の
道
路
と
敷
地
の
外
周

／
②
草
花
等
の
植
栽
・
管
理
、
松
葉

拾
い
、
ご
み
拾
い
／
③
事
業
を
通
じ

て
、
花
や
植
物
が
増
え
る
こ
と
で
、

ご
利
用
者
、

地
域
の
方
々

の
笑
顔
が
増

え
、
明
る
い

町
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る

よ
う
に
活
動

を
続
け
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

11　
聖
籠
町
立
図
書
館
内

　
図
書
館
ネ
ッ
ト
ｉ
せ
い
ろ
う

①
図
書
館
前
歩
道
と

敷
地
内
の
花
壇
／
②

散
乱
ご
み
の
収
集
・

廃
棄
、
草
花
等
の
植

栽
・
管
理
／
③
活
動

当
初
に
比
べ
花
壇
の

面
積
も
増
え
、
町
か

ら
支
給
さ
れ
た
苗
だ

け
で
な
く
、
会
員
で
種
や
苗
を
持
ち
寄
っ

て
花
壇
で
育
て
、
手
間
の
か
か
ら
な
い
宿

根
草
中
心
と
し
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
花
壇
づ

く
り
を
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
訪
れ
る

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
和
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

12 

㈲
イ
マ
イ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

①
国
道
１
１
３
号
線
の
歩
道
／
②
除

草
、
草
花
等
の
植
栽
・
管
理
／
③
登

下
校
で
多
く
の
子
ど
も
達
の
通
る
こ

の
場
所
に
、
き
れ
い
な
花
を
植
え
、

管
理
す
る
こ
と
で
町
の
環
境
美
化
を

め
ざ
し
、
私
た
ち
の
手
で
で
き
る
こ

と
は
少
し
で
も
・・

と
い
う
思
い
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

子
供
が
見
て
喜
ん

で
く
れ
る
の
が
一

番
う
れ
し
い
で
す
。

13　
㈲
高
橋
建
材

①
山
辺
川
線
次
第
浜
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
／
②
散
乱
ご
み
の
収
集
、
除
草
、

草
花
等
の
植
栽
・
管
理
／
③
「
一
時

の
安
ら
ぎ
の

場
」
地
域
の

環
境
美
化
の

た
め
取
り
組

み
ま
し
た
。

14　
㈲
ヒ
グ
チ
不
動
産①藤

寄
交
差

点
周
辺
／
②

散
乱
ご
み
の

収
集
、
除
草
、

草
花
等
の
植

栽
・
管
理
／

③
花
の
植
栽

後
、
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
が

減
り
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
清
掃
活
動
を
は
じ
め
、

美
し
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

15　
東
高
建
機
作
業
㈱

①
山
辺
川
線
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー

カ
レ
ッ
ジ
交
差
点
周
辺
／
②
散
乱
ご

み
の
収
集
、
除
草
、
草
花
等
の
植
栽
・

管
理
／
③
以
前
か
ら
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
活
動
に

声
を
掛
け
て
い
た

だ
い
て
出
来
る
こ

と
か
ら
始
め
て
い

ま
す
。｢

私
た
ち

の
活
動
が
少
し
で

も
環
境
美
化
に
繋

が
れ
ば
！｣

そ
ん

な
想
い
で
事
業
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

16　
愛
花
の
会

①
亀
代
郵
便
局
前

植
栽
帯
／
②
除
草
、

草
花
等
の
植
栽
・

管
理
／
③
花
を
植

え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
水
の
大
切
さ
・

成
長
を
感
じ
そ
れ

が
癒
し
と
な
り
心

の
ビ
タ
ミ
ン
剤
と
な
り
、
と
て
も
良

い
相
乗
効
果
で
日
々
、
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
通
学
路
で
も
あ
る
た
め
子
ど

も
た
ち
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
も
良
い
で
す
。

17　
丸
潟
花
ク
ラ
ブ

①
丸
潟
集
落
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
及

び
こ
ど
も
園
バ
ス
停
付
近
／
②
散
乱

ご
み
の
収
集
、
除
草
、
草
花
等
の
植

栽
・
管
理
／
③
こ
れ
か
ら
も
っ
と
き

れ
い
な
花
園
に
し
、
皆
さ
ん
の
立
ち

寄
る
場
に
し
て
い

き
ま
す
。
常
に
集

ま
る
と
き
は
日
曜

日
な
の
で
、
年
齢

問
わ
ず
も
っ
と
参

加
者
を
増
や
し
て

い
き
た
い
で
す
。

18　
蓮
潟
自
治
会

①
蓮
潟
第
2
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
／
②

除
草
、
草
花
等
の
植
栽
・
管
理
／
③

仲
間
同
士
で
楽
し
く
作
業
を
し
て
い

ま
す
。

き
っ
と

和
ん
で

い
た
だ

け
る
と

思
い
ま

す
。

19  

㈱
聖
籠
第
一
設
備

①
網
代
浜
国
道
県
道
交
差
点
周
辺
／

②
散
乱
ご
み
の
収
集
、
除
草
、
草
花

等
の
植
栽
・
管
理
／
③
平
成
28
年
4

月
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
国
道
と

県
道
が
交
わ
っ
て
い
る
場
所
の
清
掃

活
動
と
花
の
植
栽
を
行
い
ま
す
。
多

く
の
人
や
車
が
通
る
道
で
す
の
で
気

持
ち
よ
く
通
れ
る

よ
う
、
聖
籠
町
が

緑
の
豊
か
な
町
だ

と
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
と
の
思

い
で
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

20　
聖
籠
ま
ご
こ
ろ
の
里

①
施
設
周
辺
歩
道
／
②
散
乱
ご
み
の

収
集
、
除
草
、
草
花
等
の
植
栽
・
管

理
／
③
平
成
26
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

介
護
施
設
で
す
。
歳
を
と
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら

す
た
め
に
、
地
域
の
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。
花
を
植

え
た
ら
道
路
も
気

持
ち
も
明
る
く
な

り
、
ま
す
ま
す
元

気
に
頑
張
れ
そ
う

で
す
。

21　
㈱
イ
シ
イ

　
　
　
　
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

①
事
業
所
に
面
し

て
い
る
周
辺
道
路

及
び
花
壇
／
②
散

乱
ご
み
の
収
集
、

除
草
、
草
花
等
の

植
栽
・
管
理
／
③

地
域
社
会
の
一
員

と
し
て
、
積
極
的

に
取
り
組
み
、
地

域
の
環
境
美
化
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
安
ら

い
で
頂
け
る
よ
う
に
、
花
や
緑
で
い

っ
ぱ
い
に
し
て
い
き
ま
す
。

22　
山
三
賀
有
志
の
会

①
山
三
賀
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
／
②
散

乱
ご
み
の
収
集
、
除
草
、
草
花
等
の

植
栽
・
管
理
／
③
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
が
一
つ
に
な

っ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

通
勤
通
学
さ

れ
る
方
の
癒

し
に
な
っ
て

い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま

す
。

23　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
レ
ク

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
せ
い
ろ
う

①
事
業
所
内
駐
車

場（
町
有
地
）、
事

業
所
に
面
し
て
い

る
周
辺
道
路
及
び

花
壇
／
②
散
乱
ご

み
の
収
集
、
除
草
、

草
花
等
の
植
栽
・

管
理
／
③
今
年
度

か
ら
活
動
団
体
に
な
り
ま
し
た
。
施

設
を
訪
れ
た
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
花
壇
の
手
入
れ
と
道

路
の
ご
み
拾
い
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

24　
東
北
電
力
㈱

　
　
　
　
東
新
潟
火
力
発
電
所

①
位
守
山
史
跡
公
園
及
び
弁
天
潟
風

致
公
園
並
び
に
各
公
園
周
辺
の
町
道

／
②
散
乱
ご
み
の
収
集
、
除
草
／
③

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
よ
り
、

そ
う
、
ち
か
ら
。」

の
も
と
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
寄
り
添

い
続
け
る
発
電
所

を
目
指
し
、
近
隣

の
公
園
、
町
道
の

環
境
美
化
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
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男女共同参画通信
vol.17

「ハッピー・パートナー企業に
� なりませんか？」
　新潟県では、男女が共に働きやす
く、仕事と家庭生活などが両立でき
るような職場環境の整備や、女性労
働者の育成・登用などに積極的に取
り組む企業を「ハッピー・パートナー
企業」として登録し、その取り組み
を支援しています。
　誰もが働きやすい職場づくりを進
めることで、仕事の効率化や経費の
削減、優秀な人材の確保・定着など
の効果が期待でき、企業の更なる発
展につなげることができるはずです。
　ハッピー・パートナー企業への登
録は、聖籠町入札参加資格審査の加
点要件となるほか、以下のようなメ
リットがあります。
１　登録企業の交流会などに参加が
可能

２　県のホームページや各種広報な
どによるＰＲ

３　参考資料・情報の提供
４　ハローワークの求人票でＰＲ可能
５　シンボルマークを自由に利用可
能

６　新潟県建設工事入札参加資格審
査の加点要件

７　一定条件を満たすと、県が発注
する物品調達などにおいて優遇
あり

８　ハッピー・パートナー企業を対象
とした金融機関の融資制度あり

９　県が主催する就活イベントの参
加にあたり、選考要件の一つと
して考慮

　登録料は無料で、規模・業種を問
わず応募でき、県内では、約１０４０
の企業などが登録しています。
　登録応募用紙は役場総務課でご用
意しています。ぜひハッピー・パー
トナー企業への登録をお願いします。

役場総務課　総合政策係
　（内線 224）

ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
通
年
設
置

の
試
行
に
つ
い
て

　

県
・
町
で
は
コ
ス
ト
縮
減
を
目
的

に
、
一
部
の
県
・
町
管
理
道
路
で
ス

ノ
ー
ポ
ー
ル
の
通
年
設
置
を
試
行
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
降
雪
前
に

設
置
し
、
春
先
に
撤
去
し
て
い
た
も

の
を
、
通
年
設
置
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
道
路
幅
が
狭
く
車
両
と
接

触
の
恐
れ
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
春
先
に
撤
去

し
ま
す
。

　

ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
の
通
年
設
置
に
つ

い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

新
発
田
地
域
振
興
局

地
域
整
備
部　
維
持
管
理
課

☎
０
２
５
４
︲
２
２
︲
５
１
１
４

役
場
ふ
る
さ
と
整
備
課

工
務
管
理
係
（
内
線
２
３
２
）

令
和
２
年
度
国
勢
調
査

統
計
調
査
員
募
集
中
！

【
期
間
】
令
和
２
年
８
月
中
旬
～

10
月
下
旬

【
主
な
仕
事
の
内
容
】

　

一
人
が
担
当
す
る
世
帯
の
目
安
約

70
件
程
度

①
調
査
員
説
明
会
に
参
加

②
調
査
区
・
調
査
対
象
を
確
認

③
世
帯
へ
の
訪
問
・
書
類
の
作
成

④
書
類
の
提
出

■
担
当
地
域

　

町
で
は
、
町
内
を
約
１
０
０
区
画

の
地
域
（
調
査
区
）
に
分
け
て
、
国

勢
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
区
の
世
帯
数
は
、
1
調
査
区

当
た
り
お
よ
そ
40
～
70
件
で
す
。

　

お
一
人
が
担
当
し
て
い
た
だ
く
調

査
区
数
は
、
１
調
査
区
ま
た
は
複
数

調
査
区
（
概
ね
２
調
査
区
）
で
す
。

【
報
酬
】

　

報
酬
は
、
平
均
４
万
５
０
０
０
円

（
見
込
）
で
す
。（
報
酬
額
は
受
け
持

ち
の
調
査
区
数
、
世
帯
数
に
よ
り
増

減
し
ま
す
。
報
酬
は
任
命
期
間
終
了

後
に
お
支
払
い
し
ま
す
。）

【
募
集
人
数
】

　

約
60
名（
大
規
模
な
調
査
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
！
）

【
主
な
要
件
】

・
満
20
歳
以
上
の
方

・
責
任
を
持
っ
て
調
査
業
務
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
方　

な
ど

【
応
募
方
法
】

　

応
募
用
紙
を
、
郵
送
・
持
参
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
総
務
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
用
紙
は
総
務
課
窓
口
に
設
置

し
て
あ
る
ほ
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

・

役
場
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
内
線
２
２
４
）

新
発
田
地
区
救
急
診
療
所

平
日
夜
間
の
受
付
時
間

　
　
　
　
　
　
　
を
変
更

　

４
月
１
日
よ
り
次
の
と
お
り
平
日

夜
間
の
受
付
時
間
（
内
科
・
小
児
科
）

を
変
更
し
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
変
更
前
】
午
後
７
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

～
10
時

【
変
更
後
】
午
後
７
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
９
時
30
分

　

平
日
夜
間
以
外
（
土
曜
日
夜
間
・

休
日
）
の
受
付
時
間
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合

総
務
課

☎
０
２
５
４
︲
２
６
︲
１
５
０
１

▲スノーポールの設置状況
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適
職
を
探
そ
う
！

一
般
職
業
適
性
検
査
を

実
施
し
ま
す

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」「
自
分
の
得
意
、不
得
意
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
職
種
選
択
に
お

悩
み
の
方
を
対
象
に
、
職
業
適
性
の

検
査
を
行
い
ま
す
。
筆
記
検
査
に
よ

り
７
種
の
能
力
の
測
定
を
行
い
ま

す
。
後
日
、
個
別
に
結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

15
～
39
歳
で
就
業
し
て
い
な
い
方

（
要
申
込
） 

定
員
10
名

３
月
19
日
（
木
）

午
後
２
時
～
４
時

聖
籠
町
立
図
書
館　

会
議
室

　

適
性
検
査
以
外
に
も
15
～
39
歳
で

就
業
し
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
就

職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

・

下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
︲
２
８
︲
８
７
３
５

電
話
受
付
時
間　
平
日
午
前
10
時

～
午
後
５
時
ま
で
（
第
２
金
曜
日

は
休
館
日
）

聖
籠
健
康
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

相
談
コ
ー
ナ
ー
も
同
時
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

３
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
～
11

時
（
受
付
開
始
９
時
30
分
）

※　

相
談
コ
ー
ナ
ー
は
午
前
９
時

30
分
～
正
午

新
潟
聖
籠
病
院
２
階

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

【
テ
ー
マ
・
内
容
】

・
講
演
①
「
ピ
ロ
リ
菌
と
胃
の
病
気

に
つ
い
て
」

聖
籠
病
院　

院
長　

平
石　

秀
幸

・
講
演
②
「
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
に
注

意
し
よ
う
」

聖
籠
病
院　

管
理
栄
養
士

 

中
江　

啓
太

【
相
談
コ
ー
ナ
ー
】

　

栄
養
・
健
康
・
お
薬
・
介
護
の
専

門
職
が
対
応
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
。

【
参
加
費
】
無
料　

【
申
し
込
み
】
不
要

　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
に
は
、
１
階
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
３
０
０
円
オ
フ
券
を
差

し
上
げ
ま
す
。

新
潟
聖
籠
病
院
医
療
相
談
室

☎
０
２
５
︲
２
５
６
︲
１
０
１
３

令和２年度自衛官募集
募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

幹部候補生

一般

大卒程
度試験

22 歳以上 26 歳未満の者（20
歳以上 22 歳未満の者は大卒

（見込含）、修士課程修了者
等（見込含）は 28 歳未満の
者）

3 月 1 日
～ 5 月 1 日

1 次試験 5 月 9・10 日
2 次試験 6 月 9 ～ 12 日

院卒者
試験

20 歳以上 28 歳未満の者（修
士課程修了者等（見込含））

歯科・
薬剤科

専門の大卒（見込含）20 歳以上 30
歳未満の者（薬剤は 20 歳以上 28 歳
未満の者）

1 次試験 5 月 9 日
2 次試験 6 月 9 ～ 12 日

一般曹候補生 18 歳以上 33 歳未満の者
3 月 1 日
～ 5 月 15 日

1 次試験 5 月 23 日
2 次試験 6 月 24 ～ 29 日
※いずれか 1日を指定されます。

予備自衛官補

一般 18 歳以上 34 歳未満の者

受付中
～ 4 月 10 日

4 月 18 日～ 22 日
※いずれか 1日を指定されます。技能

18 歳以上で国家免許資格等を有す
る者（資格により年齢上限は 53 歳
未満～ 55 歳未満）

自衛隊新発田地域事務所　☎０２５４ - ２６ - ５６１９
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ト
ッ
プ
チ
ー
ム

　
充
実
の
高
知
キ
ャ
ン
プ

　

１
月
15
日
（
水
）
か
ら
、
高
知
県

高
知
市
春
野
町
で
約
１
ヶ
月
に
渡
る

キ
ャ
ン
プ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で

12
年
連
続
と
な
る
高
知
で
の
キ
ャ
ン

プ
。
い
つ
も
温
か
く
熱
烈
な
歓
迎
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
温
暖
な
気
候

の
中
、
ま
る
で
聖
籠
町
の
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
に
い
る
か
の
よ
う
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
集
中
で
き
る
環
境
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
指
揮
を
執
る
ア

ル
ベ
ル
ト 
プ
ッ
チ 

オ
ル
ト
ネ
ダ
監

督
の
思
い
描
く
サ
ッ
カ
ー
を
浸
透
さ

せ
、
新
戦
力
が
融
合
し
、
チ
ー
ム
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
大
切
な
高
知

キ
ャ
ン
プ
。
寝
食
を
と
も
に
し
、
連

日
に
渡
っ
て
身
体
と
頭
を
フ
ル
稼
働

さ
せ
続
け
る
内
容
の
濃
い
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
全
7
試

合
の
練
習
試
合
が
組
ま
れ
た
ハ
ー
ド

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
飛

躍
を
誓
い
、
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
一
丸

と
な
っ
て
過
ご
し
た
キ
ャ
ン
プ
は
、

チ
ー
ム
戦
術
を
浸
透
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
る
た
め
に
も
貴
重
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

２
月
２
日
（
日
）
に
は
、
恒
例
と

な
っ
た
高
知
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
し
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
。
約

１
０
０
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、
暖
か
く
柔
ら
か
な
風
が
吹
く

中
、
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
も
全
員
笑
顔

で
気
持
ち
よ
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
の
交
流
を
通

じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ッ
カ
ー
に
興

味
・
関
心
を
持
ち
、
将
来
の
夢
を
持

つ
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
３
月
７
日
（
土
）
に
は
、

ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉
を
迎
え

て
、
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
で
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
開
幕
戦
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
い
よ
い
よ
始
ま
る

２
０
２
０
シ
ー
ズ
ン
、
い
つ
も
熱
く

温
か
い
ご
支
援
・
ご
声
援
を
い
た
だ

い
て
い
る
皆
様
の
た
め
に
、
一
丸
と

な
っ
て
戦
っ
て
ま
い
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

に
ご
来
場
の
う
え
、
選
手
た
ち
に
ご

声
援
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
年

も
ス
タ
ジ
ア
ム
内
外
で
ご
用
意
し
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

レ
デ
ィ
ー
ス

　
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
へ
！

　

１
月
28
日
（
火
）、
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
の
新
体
制
会

見
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
指

揮
を
執
る
奥
山
監
督
は
、
リ
ー
グ
戦

で
10
チ
ー
ム
中
６
位
に
終
わ
っ
た
昨

季
を
踏
ま
え
て
、
今
季
は
「
勝
つ
と

い
う
と
こ
ろ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
季
の
新
加
入
選
手
は
長
沢
菜
月

選
手
、
三
浦
紗
津
紀
選
手
、
滝
川
結

女
選
手
、
キ
ム
ジ
ウ
ン
選
手
、
児
野

楓
香
選
手
、
園
田
悠
奈
選
手
、
田
中

美
和
選
手
、浦
川
璃
子
選
手
の
８
名
。

ク
ラ
ブ
の
育
成
組
織
出
身
で
新
潟
に

戻
っ
て
く
る
形
と
な
っ
た
長
沢
選
手

は
、「
特
徴
は
身
長
を
活
か
し
た
ヘ

デ
ィ
ン
グ
。
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
チ
ー
ム
の
た
め
に

努
力
し
て
い
き
た
い
」と
コ
メ
ン
ト
。

昨
季
、
日
体
大
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ｓ
横
浜

で
リ
ー
グ
戦
６
得
点
を
あ
げ
た
児
野

選
手
は
、「
特
徴
は
泥
臭
く
点
に
絡

む
こ
と
。
常
に
向
上
心
を
持
っ
て
勝

利
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
応
援
し

て
く
だ
さ
る
方
々
に
楽
し
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
プ
レ
ー
を
し
た
い
」
と

得
点
で
チ
ー
ム
に
貢
献
す
る
想
い
を

アルビレックス
新潟情報!!

アルビレックス
新潟情報!!

▲ 12年連続となる高知キャンプがスタート！

▲ 2月 2日（日）にサッカー教室を開催
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【
開
志
学
園
Ｊ
Ｓ
Ｃ
高
等
部
女
子
】

　

１
月
３
日
か
ら
兵
庫
県
で
行
わ
れ

た
第
28
回
全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
北
信
越
地

区
第
一
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

一
回
戦
は
、
秀
岳
館
高
校
（
熊
本

県
）
と
対
戦
し
ま
し
た
。
開
始
４
分

に
秀
岳
館
に
先
制
を
許
し
た
こ
と
か

ら
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
の
か
次
第
に

開
志
学
園
Ｊ
Ｓ
Ｃ
高
等
部
女
子
の

ペ
ー
ス
に
。
14
分
、
Ｕ
‐
16
日
本
代

表
候
補
に
選
ば
れ
た
北
沢
選
手
の

ゴ
ー
ル
で
同
点
に
追
い
つ
く
と
、
そ

の
３
分
後
に
工
藤
選
手
の
ゴ
ー
ル
で

逆
転
。
31
分
に
追
加
点
を
奪
い
３
‐

１
の
リ
ー
ド
で
前
半
を
折
り
返
し
ま

し
た
。
後
半
開
始
早
々
に
追
加
点
を

決
め
４
‐
１
と
な
り
、
気
持
ち
が
緩

ん
だ
の
か
こ
こ
か
ら
秀
岳
館
高
校
の

流
れ
と
な
り
、
３
点
差
を
追
い
つ
か

れ
４
‐
４
の
同
点
で
Ｐ
Ｋ
で
決
着
を

つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
互

い
、
５
人
目
ま
で
は
順
調
に
決
め
て

６
人
目
に
入
り
、
開
志
学
園
Ｊ
Ｓ
Ｃ

高
等
部
女
子
の
Ｇ
Ｋ
清
水
選
手
が

コ
ー
ス
を
読
み
切
っ
て
止
め
、
勝
利

し
ま
し
た
。

　

２
回
戦
は
１
月
４
日
に
東
海
大
学

付
属
福
岡
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。

連
戦
に
な
っ
た
こ
の
試
合
は
お
互
い

に
決
め
手
を
か
き
、
０
‐
０
の
ま
ま

試
合
終
了
と
な
り
、
２
日
連
続
で
Ｐ

Ｋ
戦
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｋ
戦
は
開
志
学
園
Ｊ
Ｓ
Ｃ
高
等

部
女
子
が
１
本
外
し
、
３
‐
５
と
な

り
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
優
勝
は
藤
枝
順
心
高

校
（
静
岡
県
）
の
優
勝
と
な
り
、
男

子
で
優
勝
し
た
静
岡
学
園
高
校
と
静

岡
県
勢
が
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

【
イ
ベ
ン
ト
案
内
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
で
は
３
月
20
日
に
本
校
に
て

２
０
２
０
シ
ー
ズ
ン
の
チ
ー
ム
お
披

露
目
会
を
始
め
と
し
て
、
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
出
来
る
、
春
の
ス

ポ
ー
ツ
体
験
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま

す
。

　

詳
細
に
関
し
て
は
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

選
手
か
ら
も
「
楽
し
む
」
と
い
う

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
が
、「
ｅ

ｎ
ｊ
ｏ
ｙ 

ｆ
ｏ
ｏ
ｔ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
！
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
厳
し
い
戦

い
の
中
で
も
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
心

を
忘
れ
ず
に
、
勝
利
で
笑
顔
を
分
か

ち
合
え
る
よ
う
な
シ
ー
ズ
ン
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

リ
ー
グ
は
３
月
22
日
（
日
）
に
開

幕
し
、
新
潟
は
ア
ウ
ェ
イ
で
Ｉ
Ｎ
Ａ

Ｃ
神
戸
レ
オ
ネ
ッ
サ
と
対
戦
。
ホ
ー

ム
開
幕
戦
は
３
月
29
日
（
日
）、
デ

ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

で
浦
和
レ
ッ
ド
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ズ
レ

デ
ィ
ー
ス
と
対
戦
し
ま
す
。
最
高
の

ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
切
れ
る
よ

う
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
勝
利
を

つ
か
み
に
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に

足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん

の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

３
月
の
試
合
予
定

〈
明
治
安
田
生
命
Ｊ
２
リ
ー
グ
〉

第
３
節　

３
月
７
日
（
土
）

vs
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
５
節　

３
月
18
日
（
水
）

vs
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山

午
後
７
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
７
節　

３
月
28
日
（
土
）

vs
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

〈
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
１
部
〉

第
１
節 

３
月
29
日
（
日
）

vs
浦
和
レ
ッ
ド
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ズ

レ
デ
ィ
ー
ス

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

▲新体制会見で意気込みを語る、新加入の長沢選手（左）と児野選手（右）

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ 

▲試合前の集合写真

▲ＰＫを止めたＧＫ清水選手

▲喜びが爆発する選手たち

JAPANサッカーカレッジチーム紹介サイト 検 索

試合情報や
イベント情報を

更新中！
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み ん な の ひ ろ ば

町の宝で〜す
1月の乳児健診から

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行
われている乳児健診会場で主に４カ
月健診対象乳児を撮影しています。

食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

伊藤 暖
はる

人
と

 ちゃん

吉村 大
たいせい

誠 ちゃん

松本 匠
たく

叶
と

 ちゃん

服部 翠
すい

 ちゃん

「地域の方々に感謝！
招待給食を実施しました」

　1 月 20 日～ 24 日は学校給食週間でした。各こども園、小中
学校では、給食に携わる地域の方々をお招きし、一緒に給食をい
ただく、「招待給食」が実施されました。子どもたちからは「何
のお仕事をしているの？」「大変なことは何ですか？」と様々な
質問が飛び交いました。
　普段何気なく食べている給食には、色々な人たちの苦労や思い
が詰まっていることを、知ってもらえたら嬉しいなと思います。

ご 意 見 募 集
　本町における子ども・子育て支援
のための施策に係る基本目標を定
め、平成 27 年度に策定した第一期
聖籠町子ども・子育て支援事業計画
が今年度で終了することに伴い、第
二期計画を策定しています。
　この計画の素案に関してご意見を
募集します。
　計画案は、役場３階子ども教育課
で閲覧できます。
■募集締切　３月 20 日（金）まで
■ご意見の提出方法
　件名は、「子ども・子育て支援事
業計画パブリックコメント」とし、
住所、氏名（フリガナ）、電話番号、
を記入のうえ、郵送、ＦＡＸ、メー
ルまたは直接持参により提出してく
ださい。
　なお、ご提出いただいたご意見は、
計画策定の参考資料とさせていただ
きます。
※　ご意見に対する個別回答はしません。
※　いただいた意見書（紙・FAX）などは返

却しません。
　その他、詳しくは町ホームページ
をご覧ください。

子ども教育課　子ども・子育て支
援係（内線３０６）

お問い合わせ　　学校給食調理場　栄養教諭
☎２７-７７３０

　今年の給食週間のテーマは、【東京 2020 オリンピック・パ
ラリンピック記念給食】でした。
　競技開催地である「北海道、宮城、福島、神奈川、東京」の
特産物や郷土料理を、みんなで味わいました。

招待給食の様子を
紹介します！



23　R2.3 広報聖籠

　　　　～ 聖籠中学校は、地域と共に創る学校です ～
◆と　き　　3 月 14 日（土）
◆ところ　　聖籠中学校　体育館
◆内　容　　【オープンスクール】

午前 8 時 45 分～ 11 時 35 分（ご自由に授業を参観ください。）
【聖籠中学校の未来を語る会】会場：聖籠中学校体育館

第１部　講演会　『ようこそ先輩！』　　　　午後１時～２時 30 分
　　　　天谷 友紀　様　　女子ラグビー日本代表強化合宿に多数招集。現在は新潟日報社に
　　　　　　 　　　　　　勤務しながら、クラブチームに所属し全国を目指している。
　　　　高橋 恭子　様　　新潟調理師専門学校の製菓・製パン主任講師。
　　　　　　 　　　　　　「ＴｅＮＹ新潟一番 夕方レシピ」にて、製菓講師として出演中。
第２部　学校運営協議会の活動について　　午後 2 時 40 分～３時 20 分
　　　　聖籠中学校 吹奏楽部の演奏
◇申し込みは必要ありません。皆さん ふるってご来場ください。

主催：聖籠中学校学校運営協議会／聖籠中学校　共催：聖籠中学校ＰＴＡ
聖籠中学校　☎ 27 － 7080　教頭まで

聖籠中学校オープンスクール／『聖籠中学校の未来を語る会』

み ん な の ひ ろ ば

中
学
生
の
も
の
づ
く
り
甲
子
園
！

聖
籠
中
３
年
生
が

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

海
の
に
ぎ
わ
い
館
で

救
急
法
講
習
会
＆

餅
つ
き
体
験

　

全
日
本
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
研

究
会
が
主
催
す
る
「
第
20
回
全
国
創

造
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア
」
生
徒

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
聖
籠
中
３
年

の
中
川
由
紀
子
さ
ん
が
、
Ⅰ
部
門
日

本
家
政
学
会
被
服
構
成
部
会
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
が
出
品
し
た
作
品
は
授

業
の
中
で
制
作
し
た
「
着
物
リ
メ
イ

ク
」
で
、
襟
の
部
分
を
ミ
シ
ン
で
縫

う
と
こ
ろ
が
大
変
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

ま
た
審
査
員
か
ら
は
「
平
面
構
成

か
ら
立
体
構
成
を
学
べ
る
教
材
と
し

て
の
よ
さ
が
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
も
よ

い
。
カ
ー
ブ
の
縫
製
に
関
し
て
、
技

能
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
」
と
評
さ
れ

ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

１
月
19
日
（
日
）、
海
の
に
ぎ
わ

い
館
で
救
急
法
の
講
習
会
と
餅
つ
き

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
勢
50
名
の
参
加
が
あ
り
、
前
半

は
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
の
方

か
ら
救
急
法
の
講
習
会
を
実
施
し
て

も
ら
い
、
後
半
は
参
加
者
全
員
で
餅

つ
き
体
験
を
し
ま
し
た
。
ご
家
族
で

参
加
さ
れ
た
方
も
多
く
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

▲受賞作品「着物リメイク」

聖籠中学校３年
中川　由

ゆ き こ
紀子さん

kyukihiro
タイプライターテキスト
中止となりました

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト

kyukihiro
タイプライターテキスト



広報聖籠 R2.3　24

第
16
回 

新
潟
教
育
ア
ー
ト
展

入
賞
作
品

優秀賞  山倉小学校４年

臼井 昴
す ば る

晴さん

優秀賞  山倉小学校４年

高橋 梨
り

愛
あ

さん

優秀賞  蓮野こども園年中

岩渕 渉
しょうま

真さん

優秀賞  亀代こども園年中

佐藤 玲
れ

那
な

さん

優秀賞  蓮野こども園年中

伊藤 芽
め

生
い

さん

優秀賞  蓮潟こども園年少

加藤 大
たい

河
が

さん

下越美術教育研究会
　下越地方の幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別
支援諸学校において、図画工作・美術教育に関わる教員
で構成される研究会

　下越美術教育研究会主催の「第 16 回新潟教育アート展」
で約２万点を超える応募の中から、平面作品部門で入賞した
町の園児・児童 42 名の作品をご紹介します。（グランプリの
作品は、裏表紙に掲載しています。）

優秀賞  亀代こども園年少

遠藤 柑
かん

奈
な

さん
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奨励賞  亀代こども園年少

手島 羽
わ

子
こ

さん

奨励賞  蓮野こども園年少

田辺 花
か

恵
え

さん

奨励賞  蓮潟こども園年少

盛永 麗
れ

菜
な

さん

奨励賞  蓮潟こども園年中

渡辺 蒼
そう

祐
すけ

さん

奨励賞  蓮潟こども園年中

盛永 陽
ひ

菜
な

さん

奨励賞  亀代こども園年少

南 奏
そう

汰
た

さん

奨励賞  蓮野こども園年少

斉藤 結
ゆい

菜
な

さん

奨励賞  蓮潟こども園年少

斉藤 柚
ゆ

那
な

さん

奨励賞  蓮潟こども園年少

冨樫 愛
まな

晴
は

さん

奨励賞  蓮野こども園年中

幾野 輝
ひかる

さん

奨励賞  蓮潟こども園年中

佐久間 珠
しゅ

愛
い

さん
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奨励賞  蓮潟こども園年長

池田 喜
き

一
いち

さん

奨励賞  蓮潟こども園年長

池田 愛
あい

紗
さ

さん

奨励賞  蓮野こども園年長

武田 光
こうせい

生さん

奨励賞  蓮潟こども園年長

羽賀 友
ゆ り な

梨奈さん

奨励賞  亀代こども園年中

鶴巻 絆
はんじゅ

珠さん

奨励賞  蓮野こども園年長

鈴木 大
たい

雅
が

さん

奨励賞  亀代小学校１年

島本 夏
なつ

希
き

さん

奨励賞  山倉小学校１年

遠藤 樹
いつ

晃
き

さん

奨励賞  亀代こども園年長

細山 蒼
そう

天
た

さん

奨励賞  亀代こども園年長

高松 悠
ゆ

月
づき

さん

奨励賞  亀代こども園年長

高橋 叶
かな

芽
め

さん
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奨励賞  亀代小学校５年

渡辺 風
ふう

花
か

さん

奨励賞  山倉小学校３年

小泉 真
ま お

央さん

奨励賞  蓮野小学校２年

飯田 ここるさん

奨励賞  蓮野小学校３年

佐藤 幸
ゆき

叶
と

さん

奨励賞  山倉小学校３年

山口 澄
すみやす

泰さん

奨励賞  山倉小学校２年

葛西 響
ひびき

さん

奨励賞  山倉小学校２年

内田 武
たけひと

仁さん

奨励賞  山倉小学校５年

山口 渚
なぎ

沙
さ

さん

奨励賞  山倉小学校５年

佐久間 瑛
えい

希
き

さん

奨励賞  亀代小学校４年

高松 俐
り く

空さん

奨励賞  蓮野小学校５年

新田 瑛
えい

飛
と

さん

奨
励
賞  

亀
代
小
学
校
４
年

大
地 

珠し
ゅ

華か

さ
ん
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蓮野こども園

蓮潟こども園 亀代こども園

　下越美術教育研究会主催の「第 16

回新潟教育アート展」で、亀代こども

園年少の堀朋
とも

夏
か

さんがグランプリを受

賞しました。

　同展の審査講評では、「表現となり

絵となった形・色・大きさ・動き・並

び方・モチーフ・・・、そのひとつひ

とつが子どもの声となって聞こえてく

るよう」（十文字学園女子大学　名達

英詔教授）と評されました。

　堀さん、おめでとうございます。

　その他の入賞作品は 24 ページ～ 27

ページをご覧ください。

心の中にいる鬼をやっつけるぞ！

グランプリ

堀　朋
とも

夏
か

さん

亀代こども園　年少

　２月３日（月）、蓮野・蓮潟・亀代こども園で、
節分の豆まきが行われました。
　例年以上に（？）気合の入った鬼たちの登場
に、泣き出す子もいましたが、「鬼は～外」と
勇気を出して鬼に立ち向かった園児たち。
　自分の心の中の「泣き虫鬼」や「いじわる鬼」
を見事追い払いました。
　悪い鬼に負けずに今年も元気いっぱいに過ご
してほしいですね。




